
参考資料 環境配慮チェックリスト  
  
環境配慮指針を活用して地域環境特性の把握及び環境保全対策の検討を行う際に、参考となる確認項目を、以下の５事業毎
に「環境配慮チェックリスト」として作成しました。 
本チェックリストは、環境配慮指針発行後の２年間、本市発注の開発事業を対象に、チェックリストを用いた環境配慮点検
制度として試行してきたものを各担当課からの意見を集約して作成したものです。 
本チェックリストについては必要に応じて修正を加えていきます。 
 
（１）道路整備事業（道路の建設、下水道事業（管渠築造工事）） 
（２）面的開発事業（土地区画整理事業、宅地の造成及び公園の整備等） 
（３）河川整備事業（ダム・堰の建設、河床掘削及び護岸改修等） 
（４）港湾整備事業（埋立及び防波堤・漁港・桟橋の建設等） 
（５）建築物の建設事業（商業施設・事務所ビル・共同住宅などの建設等） 

 



年　　月　　日

事業名 担当 係長 課長

点検課・点検の時期 　　　　局・区　　　　　　　　課 計画段階　　・　　    　実施設計段階

環境影響評価法あるいは条例の対象事業に該当し、点検時点で環境影響評価の手
続きを完了しているか。

いいえ　　　　・　　　はい 　→　「はい」の場合は以下の記入不要

# # # # 点検1
# # # #

道路整備事業に係る環境配慮チェックリスト
（下水道事業における管渠築造工事は当シートを準用）

はい いいえ 「点検１」「点検２」につい
てそれぞれ「はい」「いい
え」の数を入力して下さい。# # # # 0 ／７ 0 ／７

# # # # 点検2
# # # # はい いいえ

# # # # 0 ／９ 0 ／９

# # # # 計
# # はい いいえ

# # 0／１６ 0／１６

分類
項
目

環境保全目標
【点検１】
環境保全目標を原則として必ず達成する条件に該
当するか。

【点検２】
環境保全目標の達成に努める条件に該当するか。

【点検３】
環境保全目標を達成して
いるか。（点検1・2に該
当した場合のみ記入）

【環境配慮の手法選択】
　環境保全目標の達成に向けて採用する環境配慮の手法
　　（点検１・2・3への該当の有無に関係なく確認）

生
活
環
境
の
保
全

大
気
・
騒
音
・
振
動

1 大気環境基準適合

計画は、H19.4.1以降に都市計画決定する道路で、
自動車専用道路又は幹線街路となるものですか。

達成 予測、評価を実施
未達成 路線沿いに緩衝緑地帯を設置

→理由を記入 植樹帯及び歩道幅を適切に確保
はい （　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　                 　      　　　　）

いいえ

2
道路交通騒音・振
動に係る要請限度
適合

次のいずれかに該当しますか。 達成 予測、評価を実施
・H19.4.1以降に都市計画決定する道路で、
自動車専用道路又は幹線街路となるもの。

未達成 路線沿いに緩衝緑地帯を設置
→理由を記入 路線沿いに遮音壁を設置

・4車線以上の道路 （　　　　　　　　　） 排水性舗装等の低騒音型舗装を採用
はい 植樹帯及び歩道幅を適切に確保

その他（　　　　　　　　                 　      　　　　）
いいえ

3
道路交通騒音に係
る環境基準適合

次のいずれかに該当しますか。 達成
・H19.4.1以降に都市計画決定する道路で、自動
車専用道路又は幹線街路となるもの。

未達成
→理由を記入

・4車線以上の道路 （　　　　　　　　　）
はい

いいえ

水
環
境

4 水環境への配慮

開発区域に特色ある水資源がありますか。 達成 特色ある水資源を現状のまま保全
はい 未達成 雨水を排水管等に接続し、適切に処理

→理由を記入 その他（　　　　　　　　　　　　　　　     　　　）
いいえ （　　　　　　　　　）

土
壌
環
境

5

汚染土壌又は廃棄
物の飛散防止、新
たな地下水汚染の
防止

次のいずれかに該当しますか。 達成 掘削規模の制限
・開発区域が土壌汚染対策法の指定地域であ
る。

未達成 一時的に掘削した廃棄物を適切に埋め戻す
→理由を記入 開発区域外に搬出し、適切に最終処分を実施

・開発区域が廃棄物最終処分場跡地である。 （　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
はい

いいえ

自
然
環
境
の
保
全

動
物
・
植
物
・
生
態
系

6
重要な動物、植物
の生息、生育場所
の保全

開発区域が重要な動植物の生育・生息地に該当しま
すか。

達成 重要な動植物の生息・生育地を現状のまま保全
未達成 重要な動植物を別の場所へ移動・移植

はい →理由を記入 緑地・湿地・池等まとまった生態系を現状のまま保全
（　　　　　　　　　） 道路に橋梁構造を採用

いいえ 道路にトンネル構造を採用

7 生態系の保全

次のいずれかに該当しますか。 次のいずれかに該当しますか。 達成 道路に片桟道方式あるいは垂直擁壁方式を採用
・開発区域が国立あるいは国定公園に該当す
る。

・開発区域が鳥獣保護区（普通地区）に該当する。 未達成 動物の移動経路を確保するため、道路を横断するボックスカル
バートやオーバーブリッジを採用・開発区域が風致地区に該当する。 →理由を記入

・開発区域が県立自然公園に該当する。 （　　　　　　　　　） 緑地、街路樹等の配置に配慮し、生態系の連続性を確保
・開発区域が特別緑地保全地区に該当する。 はい 生物の生息地周辺に緩衝緑地帯を設置
・開発区域が鳥獣保護区（特別保護地区）に該
当する。

這い出し口の付いた側溝や集水弁等、小動物の行動習性に配慮
した付帯施設の設置いいえ

・開発区域が福岡県自然海浜保全地区に該当す
る。

立入防止フェンス、道路擁壁等、小動物の行動習性に配慮した
侵入防止施設の設置

・開発区域に重要な湿地がある。 在来種を活用した緑化を実施
街路灯の種類、設置数、位置について検討し、動植物への人工
光による影響を低減はい
重要な動物の繁殖・産卵時期等、生物の生息条件に影響を与え
る時期の工事を控えるいいえ
工事用道路による土地の改変面積を最小化
その他（　　　　　　　                                     　　)

8
保存樹、保存樹
林、巨樹、巨木林
の保全

開発区域に保存樹・保存樹林がありますか。 開発区域に巨樹・巨木林がありますか。 達成 保存樹、保存樹林、巨樹、巨木林を現状のまま保全
はい はい 未達成 保存樹、保存樹林、巨樹、巨木林を移植

→理由を記入 その他（　　　　　　　　　　　　　          　　　）
いいえ いいえ （　　　　　　　　　）

地
形
・
地
質

9 重要な地形の保全

開発区域内に重要な地形・地質がありますか。 達成 重要な地形・地質を現状のまま保全
はい 未達成 道路に橋梁構造を採用

→理由を記入 道路に片桟道方式・垂直擁壁方式を採用
いいえ （　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　）

快
適
環
境
の
保
全
・
創
出

景
観
10 周辺景観との調和

次のいずれかに該当しますか。 左記に示した地区以外すべての地区について 達成 景観アドバイザー制度の活用
・開発区域が関門景観形成地区に該当する。 未達成 景観に配慮した舗装の採用
・開発区域が景観重点整備地区に該当する。 はい →理由を記入 橋梁、街路灯、ガードレール、その他構造物の形状、色彩に配慮
・開発区域が北九州空港周辺景観形成誘導地域
に該当する。

（　　　　　　　　　） 電線の地中化や配線の工夫により景観に配慮
いいえ（左記に該当する場合） その他（　　　　　　　　　　　                   　　　）

・開発区域が地区計画の対象地区に該当する。
はい

いいえ

文
化
財
11 文化財の保全

開発区域に指定文化財がありますか。 開発区域に特色ある文化財がありますか。 達成 文化財を現状のまま保全
はい はい 未達成 文化財を移動・移設

→理由を記入 その他（　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　）
いいえ いいえ （　　　　　　　　　）

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
活

動
の
場

12
人と自然との触れ
合い活動の場を保
全・創出

次のいずれかに該当しますか。 達成 人と自然とのふれあい活動の場を現状のまま保全
・開発区域に人と自然との触れ合い活動の場があ
る。

未達成 歩行者道路・サイクリング道路・ポケットパーク等を新たに整備
→理由を記入 観察案内板を設置

・開発区域に野鳥観察地点がある。 （　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　）
・開発区域にほたる観察地点がある。
はい

いいえ
日
照
･
電
波
障
害
･

風
害
･
光
害 13

日照阻害、電波障
害、風害、光害の
影響回避・低減

高架構造物の高さ・配置・形状に配慮
街路灯の種類、設置数、位置に配慮
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　）

地
球
環
境
へ
の
配
慮

土
砂
・
廃
棄
物

14
土砂、廃棄物発生
量の削減

切土、盛土による土地の改変面積を抑制
切土、盛土のバランスをとり、残土発生量を抑制
プレキャスト工法等、現場作業の省力化を図り、建設副産物の
発生を抑制
リサイクル資材や環境配慮型の土木･建築関連製品を採用
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

温
室
効
果
ガ
ス
・
省

エ
ネ
ル
ギ
ー 15

温室効果ガス削
減、省エネル
ギー・ヒートアイ
ランドへの配慮

道路沿道の緑化、街路樹の植樹
歩道に保水性または透水性舗装を採用
省エネルギー型の街路灯を採用
その他（　　　　　　　　　　　　　　        　　　）



課長

# # # 点検1
# # #

# # # 0 ／５ 0 ／５

# # # 点検2
# # #

# # 0 ／６ 0 ／６

計

0／１１ 0／１１

項
目

環境保全目標

次のいずれかに該当しますか。 達成 予測、評価を実施
・新たに埋立区域を設ける。 未達成

→理由を記入
（　　　　　　　　　　） 埋立事業において、排水処理施設を設置

はい その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

いいえ

次のいずれかに該当しますか。 達成 掘削規模の制限
・開発区域が土壌汚染対策法指定地域である。 未達成 一時的に掘削した廃棄物を適切に埋め戻す
・開発区域が廃棄物最終処分場跡地である。 →理由を記入 開発区域外に搬出し、適切に最終処分を実施
はい （　　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

いいえ

達成 重要な動植物の生息・生育地を現状のまま保全
未達成 重要な動植物を別の場所へ移動・移植

はい →理由を記入
（　　　　　　　　　　）

いいえ

次のいずれかに該当しますか。 次のいずれかに該当しますか。 達成 工事用道路による土地の改変面積を最小化
・開発区域が鳥獣保護区（普通地区）に該当する。 未達成 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・開発区域が風致地区に該当する。 →理由を記入

・開発区域が県立自然公園に該当する。 はい （　　　　　　　　　　）
・開発区域が特別緑地保全地区に該当する。

いいえ

・開発区域に干潟・藻場がある。
はい

いいえ

開発区域内に重要な地形・地質がありますか。 達成 重要な地形・地質を現状のまま保全
はい 未達成 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

→理由を記入
いいえ （　　　　　　　　　　）

次のいずれかに該当しますか。 左記に示した地区以外すべての地区について 達成 景観アドバイザー制度の活用
・開発区域が関門景観形成地区に該当する。 はい 未達成 港湾施設等の形状、色彩に配慮
・開発区域が景観重点整備地区に該当する。 →理由を記入 その他（　　　　　　　　　　　                   　　　）

いいえ（左記に該当する場合） （　　　　　　　　　　）

はい

いいえ

開発区域に指定文化財がありますか。 開発区域に特色ある文化財がありますか。 達成 文化財を現状のまま保全
はい はい 未達成 文化財を移動・移設

→理由を記入 その他（　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　）
いいえ いいえ （　　　　　　　　　　）

次のいずれかに該当しますか。 達成 人と自然との触れ合いの活動の場を現状のまま保全
未達成

→理由を記入
・開発区域に野鳥観察地点がある。 （　　　　　　　　　　）
はい

いいえ
観察案内板を設置
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

切土、盛土のバランスをとり、残土発生量を抑制

リサイクル資材や環境配慮型の土木･建築関連製品を採用

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【環境配慮の手法選択】
　環境保全目標の達成に向けて採用する環境配慮の手法
　　（点検１・2・3への該当の有無に関係なく確認）

・潮流に影響を及ぼすような工作物を新たに設置す
る。

周辺海域の潮流変化を軽減し、閉鎖性水域の出現による水質悪
化を防止するため、護岸や工作物の位置・構造に配慮

　　　　局・区　　　　　　課 計画段階　　・　　    　実施設計段階

いいえ　　　　・　　　はい
環境影響評価法あるいは条例の対象事業に該当し、点検時点で環境影響評価の手
続きを完了しているか。

事業名

点検課・点検の時期

　→　「はい」の場合は以下の記入不要

「点検１」「点検２」につい
てそれぞれ「はい」「いい
え」の数を入力して下さい。

はい いいえ

はい いいえ

担当 係長

年　　月　　日

切土、盛土による土地の改変面積を抑制

親水護岸等、市民が利用し易く、アクセスし易い港湾施設等を整

海と親しむことができる親水施設や休憩所、レクリエーション
が楽しめるような運動施設など市民に開かれた憩いの場の整備

埋立竣工後は、適切な土地利用を図り、周辺景観との調和を図
る。

はい いいえ

港湾整備事業に係る環境配慮チェックリスト

開発区域が重要な動植物の生育・生息地に該当しま
すか。

分類

【点検３】
環境保全目標を達成して
いるか。（点検1・2に該
当した場合のみ記入）

【点検１】
環境保全目標を原則として必ず達成する条件に該
当するか。

【点検２】
環境保全目標の達成に努める条件に該当するか。

海生生物の生息環境を創出するため、港湾施設等の構造、材料
等に配慮
重要な動物の繁殖・産卵時期等、生物の生息条件に影響を与え
る時期の工事を控える

動
物
・
植
物
・
生
態
系

3

重要な動物、植物
の生息、生育場所
の保全

・開発区域が国立あるいは国定公園に該当す
る。

・開発区域が鳥獣保護区（特別保護地区）に該
当する。
・開発区域が福岡県自然海浜保全地区に該当す
る。

生
活
環
境
の
保
全 土

壌
環
境

2

汚染土壌又は廃棄
物の飛散防止・新
たな地下水汚染の
防止

水
環
境

1
海域水質の環境基
準達成

地
形
・
地
質

5 重要な地形の保全

自
然
環
境
の
保
全

4 生態系の保全

プレキャスト工法等、現場作業の省力化を図り、建設副産物の
発生を抑制

文
化
財

7 文化財の保全

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
活
動
の
場

8

人と自然との触れ
合い活動の場を保
全・創出

・開発区域に人と自然との触れ合い活動の場があ
る。

地
球
環
境
へ
の
配
慮

廃
棄
物

9
廃棄物発生量の削
減

・開発区域が北九州空港周辺景観形成誘導地域
に該当する。

快
適
環
境
の
保
全
・
創
出

景
観

6 周辺景観との調和



課長

# # # # 点検1
# # # #

# # # # 0 ／６ 0 ／６

# # # # 点検2
# # # #

# # # # 0 ／８ 0 ／８

# # 計
# #

0／１４ 0／１４

項
目

環境保全目標

次のいずれかに該当しますか。 達成 予測、評価を実施
・ダムを新築する。 未達成
・堰を新築、改築する。 →理由を記入
はい （　　　　　　　　　　） 滞留による水質汚濁防止のため、構造や放水方法に配慮

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
いいえ

開発区域に特色ある水資源がありますか。 達成 特色ある水環境を現状のまま保全
はい 未達成 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

→理由を記入
いいえ （　　　　　　　　　　）

次のいずれかに該当しますか。 達成 掘削規模の制限
・開発区域が土壌汚染対策法指定地域である。 未達成 一時的に掘削した廃棄物を適切に埋め戻す
・開発区域が廃棄物最終処分場跡地である。 →理由を記入 開発区域外に搬出し、適切に最終処分を実施
はい （　　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

いいえ

達成 重要な動植物の生息・生育地を現状のまま保全
未達成 重要な動植物を別の場所へ移動・移植

はい →理由を記入
（　　　　　　　　　　）

いいえ

次のいずれかに該当しますか。 次のいずれかに該当しますか。 達成
・開発区域が鳥獣保護区（普通地区）に該当する。 未達成
・開発区域が風致地区に該当する。 →理由を記入

・開発区域が県立自然公園に該当する。 ・ダムを新築する。 （　　　　　　　　　　）
・開発区域が特別緑地保全地区に該当する。 ・堰を新築、改築あるいは撤去する。

はい

いいえ
河川やため池、細い水路等のネットワーク化

・開発区域に干潟・藻場がある。
はい

いいえ

工事用道路による土地の改変面積を最小化
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

開発区域に保存樹・保存樹林がありますか。 開発区域に巨樹・巨木林がありますか。 達成 保存樹、保存樹林、巨樹、巨木林を現状のまま保全
はい はい 未達成 保存樹、保存樹林、巨樹、巨木林を移植

→理由を記入 その他（　　　　　　　　　　　　　          　　　）
いいえ いいえ （　　　　　　　　　　）

開発区域内に重要な地形・地質がありますか。 達成 重要な地形・地質を現状のまま保全
はい 未達成 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　）

→理由を記入
いいえ （　　　　　　　　　　）

次のいずれかに該当しますか。 左記に示した地区以外すべての地区について 達成 景観アドバイザー制度の活用
・開発区域が関門景観形成地区に該当する。 はい 未達成 木杭、石組、護岸その他構造物の形状、色彩に配慮
・開発区域が景観重点整備地区に該当する。 →理由を記入 その他（　　　　　　　　　　　                   　　　）

いいえ（左記に該当する場合） （　　　　　　　　　　）

はい

いいえ

開発区域に指定文化財がありますか。 開発区域に特色ある文化財がありますか。 達成 文化財を現状のまま保全
はい はい 未達成 文化財を移動・移設

→理由を記入 その他（　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　）
いいえ いいえ （　　　　　　　　　　）

次のいずれかに該当しますか。 達成 人と自然との触れ合いの活動の場を現状のまま保全
未達成 河川敷に、遊歩道やサイクリング道路等の施設を整備

→理由を記入
・開発区域に野鳥観察地点がある。 （　　　　　　　　　　）
・開発区域にほたる観察地点がある。 観察案内板を設置
はい その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

いいえ

切土、盛土による土地の改変面積を抑制
切土、盛土のバランスをとり、残土発生量を抑制

リサイクル資材や環境配慮型の土木･建築関連製品を採用
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

快
適
環
境
の
保
全
・
創
出

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
活
動

の
場

9
人と自然との触れ
合い活動の場を保
全・創出

文
化
財

地
球
環
境
へ
の
配
慮

土
砂
・
廃
棄
物

10
土砂、廃棄物発生
量の削減

・開発区域に人と自然との触れ合い活動の場があ
る。

地
形
・
地
質

・開発区域が北九州空港周辺景観形成誘導地域
に該当する。景

観
7 周辺景観との調和

8 文化財の保全

水
環
境

6 重要な地形の保全

河川水質の環境基
準達成

1-1

2

汚染土壌又は廃棄
物の飛散防止、新
たな地下水汚染の
防止

動
物
・
植
物
・
生
態
系

3

捨石工、木工沈床、空石積、蛇篭工など、河床に空隙や変化を作
り、水生生物や魚類のねぐら等の生息空間を確保
湛水区域を新たに設ける場合、河道に多段式階段、スロープ式、
蛇行式の堰や落差工等、魚類の誘導・休息に配慮した魚道を設置
し、遡上・遡下経路を確保

水際には、淀みや深みなど多様な流れが生じる形状、巨石など多
様な構造をもつ材料を採用・開発区域が福岡県自然海浜保全地区に該当す

る。

・開発区域が鳥獣保護区（特別保護地区）に該
当する。

ヨシなどの水辺植物、河川敷及び渓流沿の草本・木本類といった
植物相を確保

年　　月　　日

担当 係長

　→　「はい」の場合は以下の記入不要

【環境配慮の手法選択】
　環境保全目標の達成に向けて採用する環境配慮の手法
　　（点検１・2・3への該当の有無に関係なく確認）

治水上支障のない範囲で、河床や護岸に地下水の浸透や湧出が可
能な構造を採用

はい いいえ

「点検１」「点検２」につい
てそれぞれ「はい」「いい
え」の数を入力して下さい。

はい いいえ

はい いいえ

早瀬や淵・淀みなど、河川の自然的な流況や水深を保全・創造
し、生物の生育地を確保
自然の水辺や流れ、河床、底泥を活かした改修・整備により、生
物の生息地・生育地の改修面積を極力最小化

緩傾斜化護岸、階段護岸、自然石組護岸等、市民が利用し易く、
アクセスし易い護岸を整備

プレキャスト工法等、現場作業の省力化を図り、建設副産物の発
生を抑制

湛水区域を新たに設ける場合、河川下流域へ土砂供給が可能な構
造の採用
重要な動物の繁殖・産卵時期等、生物の生息条件に影響を与える
時期の工事を控える

護岸・河川敷の緑化を進め、河川沿い及び周辺の緑地とのネット
ワーク化
河川敷に樹木の密生地や草原地、湿地、ワンドなど多様な環境条
件を保全・創造

計画段階　　・　　    　・実施設計段階

・開発区域が国立あるいは国定公園に該当す
る。

いいえ　　　　・　　　はい

開発区域が重要な動植物の生育・生息地に該当しま
すか。

事業名

点検課・点検の時期

環境影響評価法あるいは条例の対象事業に該当し、点検時点で環境影響評価の手
続きを完了しているか。

【点検１】
環境保全目標を原則として必ず達成する条件に該
当するか。

河川整備事業に係る環境配慮チェックリスト

分類

【点検３】
環境保全目標を達成して
いるか。（点検1・2に該
当した場合のみ記入）

【点検２】
環境保全目標の達成に努める条件に該当するか。

　　　　局・区　　　　　　課

生
活
環
境
の
保
全

保存樹、保存樹
林、巨樹、巨木林
の保全

重要な動物、植物
の生息、生育場所
の保全

4 生態系の保全

1-2
特色ある水資源の
保全

土
壌
環
境

自
然
環
境
の
保
全

5



課長

# ### # 点検1
# ### #

# ### # 0 ／８ 0 ／８

# ### # 点検2
# ### #

# ### # 0／１０ 0／１０

# ### # 計
# ### #

### # 0／１８ 0／１８

### ##

項目 環境保全目標

達成 住宅エリアと工業系あるいは商業系エリアの配置に配慮
未達成 緑地、公園を適切な位置に配置

はい →理由を記入 その他（　　　　　　　　                 　   　　　）
（　　　　　　　　　　）

いいえ

達成 予測、評価を実施
未達成 路線沿いに緩衝緑地帯を設置

はい →理由を記入 植樹帯及び歩道幅を適切に確保
（　　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　                 　      　　）

いいえ

次のいずれかに該当しますか。 達成 予測、評価を実施
未達成 路線沿いに緩衝緑地帯を設置

→理由を記入 路線沿いに遮音壁を設置
・4車線以上の道路 （　　　　　　　　　　） 排水性舗装等の低騒音型舗装を採用
はい 植樹帯及び歩道幅を適切に確保

その他（　　　　　　　　                 　   　　　）
いいえ

次のいずれかに該当しますか。 達成
未達成

→理由を記入
・4車線以上の道路 （　　　　　　　　　　）
はい

いいえ

開発区域に特色ある水資源がありますか。 達成 特色ある水資源を現状のまま保全
はい 未達成 開発区域内に下水道を整備

→理由を記入 雨水を排水管等に適切に処理
いいえ （　　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　                 　   　　　）

次のいずれかに該当しますか。 達成 掘削規模の制限
・開発区域が土壌汚染対策法指定地域である。 未達成 一時的に掘削した廃棄物を適切に埋め戻す
・開発区域が廃棄物最終処分場跡地である。 →理由を記入 開発区域外に搬出し、適切に最終処分を実施
はい （　　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　                 　   　　　）

いいえ

達成 重要な動植物の生息・生育地を現状のまま保全
未達成 重要な動植物を別の場所へ移動・移植

はい →理由を記入 緑地・湿地・池等まとまった生態系を現状のまま保全
（　　　　　　　　　　） 道路に橋梁構造を採用

いいえ 道路にトンネル構造を採用
道路に片桟道方式あるいは垂直擁壁方式を採用

次のいずれかに該当しますか。 次のいずれかに該当しますか。 達成 緑地、街路樹等の配置に配慮し、生態系の連続性を確保
・開発区域が鳥獣保護区（普通地区）に該当する。 未達成 生物の生息地周辺に緩衝緑地帯を設置
・開発区域が風致地区に該当する。 →理由を記入

・開発区域が県立自然公園に該当する。 （　　　　　　　　　　）
・開発区域が特別緑地保全地区に該当する。 はい

いいえ 在来種を活用した緑化を実施

・開発区域に重要な湿地がある。
・開発面積が３ｈａ以上である。
はい 工事用道路による土地の改変面積を最小化

その他（　　　　　　　                                     　　)
いいえ
次のいずれかに該当しますか。 達成
・開発区域面積0.3ha以上である。 未達成
・土地区画整理事業である。 →理由を記入
・風致地区に該当する。 （　　　　　　　　　　）
はい

いいえ

開発区域に保存樹・保存樹林がありますか。 開発区域に巨樹・巨木林がありますか。 達成 保存樹、保存樹林、巨樹、巨木林を現状のまま保全
はい はい 未達成 保存樹、保存樹林、巨樹、巨木林を移植

→理由を記入 その他（　　　　　　　　　　　　　          　　　）
いいえ いいえ （　　　　　　　　　　）

開発区域内に重要な地形・地質がありますか。 達成 重要な地形・地質を現状のまま保全
はい 未達成 道路に橋梁構造を採用

→理由を記入 道路に片桟道方式・垂直擁壁方式を採用
いいえ （　　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　）

次のいずれかに該当しますか。 左記に示した地区以外すべての地区について 達成 景観アドバイザー制度の活用
・開発区域が関門景観形成地区に該当する。 未達成 景観に配慮した舗装の採用
・開発区域が景観重点整備地区に該当する。 はい →理由を記入

（　　　　　　　　　　）
いいえ（左記に該当する場合） 電線の地中化や配線の工夫により景観に配慮

・開発区域が地区計画の対象地区に該当する。 その他（　　　　　　　　　　　                   　　　）
はい

いいえ

開発区域に指定文化財がありますか。 開発区域に特色ある文化財がありますか。 達成 文化財を現状のまま保全
はい はい 未達成 文化財を移動・移設

→理由を記入 その他（　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　）
いいえ いいえ （　　　　　　　　　　）

次のいずれかに該当しますか。 達成 人と自然とのふれあい活動の場を現状のまま保全
未達成

→理由を記入
・開発区域に野鳥観察地点がある。 （　　　　　　　　　　） 観察案内板を設置
・開発区域にほたる観察地点がある。 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　）
はい

いいえ
高架構造物の高さ・配置・形状に配慮
街路灯等の屋外照明灯の種類、設置数、位置に配慮
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　）

切土、盛土による土地の改変面積を抑制
切土、盛土のバランスをとり、残土発生量を抑制

リサイクル資材や環境配慮型の土木･建築関連製品を採用
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
道路沿道の緑化、街路樹の植樹
歩道に保水性または透水性舗装を採用
省エネルギー型の街路灯を採用
その他（　　　　　　　　　　　　　　        　　　）

温

室

効

果

ガ

ス

・

省

エ

ネ

ル

ギ
ー

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
活

動
の
場

文化財の保全

14
人と自然との触れ
合い活動の場を保
全・創出

16
土砂、廃棄物発生
量の削減

橋梁、街路灯、ガードレール、その他構造物の形状、色彩に配
慮

歩行者道路・サイクリング道路・ポケットパーク等を新たに整
備

・開発区域に人と自然との触れ合い活動の場があ
る。

プレキャスト工法等、現場作業の省力化を図り、建設副産物の
発生を抑制

景
観

周辺景観との調和

自
然
環
境
の
保
全

17

温室効果ガス削
減、省エネル
ギー・ヒートアイ
ランドへの配慮

快
適
環
境
の
保
全
・
創
出

日

照

･

電

波

障

害

･

風

害

･

光

害 15
日照阻害、電波障
害、風害、光害の
影響回避・低減

土
砂
・
廃
棄
物

動物の移動経路を確保するため、道路を横断するボックスカル
バートやオーバーブリッジを採用

8 生態系の保全

・開発区域が国立あるいは国定公園に該当す
る。

・開発区域が鳥獣保護区（特別保護地区）に該
当する。
・開発区域が福岡県自然海浜保全地区に該当す
る。

這い出し口の付いた側溝や集水弁等、小動物の行動習性に配慮
した付帯施設の設置
立入防止フェンス、道路擁壁等、小動物の行動習性に配慮した
侵入防止施設の設置

街路灯の種類、設置数、位置について検討し、動植物への人工
光による影響を低減
重要な動物の繁殖・産卵時期等、生物の生息条件に影響を与え
る時期の工事を控える

【環境配慮の手法選択】
　環境保全目標の達成に向けて採用する環境配慮の手法
　　（点検１・2・3への該当の有無に関係なく確認）

・開発区域が北九州空港周辺景観形成誘導地域
に該当する。

1
適切な土地利用へ
の配慮

開発区域に工業系あるいは商業系の土地利用計画が
ありますか。

2 大気環境基準適合

計画は、H19.4.1以降に都市計画決定する道路で、
自動車専用道路又は幹線街路となるものですか。

・H19.4.1以降に都市計画決定する道路で、自動
車専用道路又は幹線街路となるもの。

5

「点検１」「点検２」につい
てそれぞれ「はい」「いい
え」の数を入力して下さい。

年　　月　　日

担当 係長

はい いいえ

　→　「はい」の場合は以下の記入不要

動
物
・
植
物
・
生
態
系

10

保存樹、保存樹
林、巨樹、巨木林
の保全

地
球
環
境
へ
の
配
慮

文
化
財

13

地
形
・
地
質

11 重要な地形の保全

12

・H19.4.1以降に都市計画決定する道路で、
自動車専用道路又は幹線街路となるもの。

汚染土壌又は廃棄
物の飛散防止、新
たな地下水汚染の
防止

9
関係法令による公
園・緑地面積に係
る基準適合

6

分類

大
気
・
騒
音
・
振
動

【点検３】
環境保全目標を達成して
いるか。（点検1・2に該
当した場合のみ記入）

7
重要な動物、植物
の生息、生育場所
の保全

開発区域が重要な動植物の生育・生息地に該当しま
すか。

【点検１】
環境保全目標を原則として必ず達成する条件に該
当するか。

【点検２】
環境保全目標の達成に努める条件に該当するか。

水環境への配慮

3

水
環
境

4
道路交通騒音に係
る環境基準適合

生
活
環
境
の
保
全

道路交通騒音・振
動に係る要請限度
適合

土
壌
環
境

　　　　局・区　　　　　　　　課 計画段階　　・　　    　実施設計段階

環境影響評価法あるいは条例の対象事業に該当し、点検時点で環境影響評価の手続
きを完了しているか。

いいえ　　　　・　　　はい

事業名

点検課・点検の時期

面的開発事業に係る環境配慮チェックリスト
はい いいえ

はい いいえ



課長

# # ## 点検1
# # ##

# # ## 0 ／７ 0 ／７

# # ## 点検2
# # ##

# 0 ／５ 0 ／５

# 計

0／１２ 0／１２

項目 環境保全目標

達成 天然ガス等のクリーンな燃料を選択
未達成 ばい煙が発生する設備の設置場所に配慮

→理由を記入 煙突の場所、高さ、向きに配慮
はい はい （　　　　　　　　　　）

いいえ いいえ 適切な換気システムの採用等、室内大気環境に配慮
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

達成 厨房等悪臭が発生する設備の配置に配慮
未達成 換気扇、換気ダクトの場所、高さ、向きに配慮

→理由を記入 脱臭フィルター、オイルトラップ等、悪臭除去設備の設置
はい （　　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

いいえ

達成 騒音が発生する設備の設置場所に配慮
未達成 吸音板等を設置して騒音発生防止を図る。

はい →理由を記入 低騒音型機械を採用
はい （　　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

いいえ
いいえ

達成 振動が発生する設備の設置場所に配慮
未達成 耐震ゴム等を設置して振動発生防止を図る。

はい →理由を記入 低振動型機械を採用
はい （　　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

いいえ
いいえ

浄化漕を設置しますか。 達成 歩道等に透水性舗装を採用し、水循環に配慮
はい 未達成 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

→理由を記入
いいえ（下水道放流を含む。） （　　　　　　　　　　）

次のいずれかに該当しますか。 左記に示した地区以外すべての地区について 達成 景観アドバイザー制度の活用
・建築場所が関門景観形成地区に該当する。 未達成 建築物の配置に配慮
・開発区域が景観重点整備地区に該当する。 はい →理由を記入 建築物の高さに配慮

（　　　　　　　　　　） 建築物の形状に配慮
いいえ（左記に該当する場合） 建築物の色彩に配慮

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・建築場所が地区計画の対象地区に該当する。
はい

いいえ

達成 建築物の配置に配慮
未達成 建築物の高さに配慮

はい →理由を記入 建築物の形状に配慮
（　　　　　　　　　　） その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

いいえ

建築物の配置に配慮
建築物の高さに配慮
建築物の形状に配慮
屋外照明の種類、設置数、位置に配慮
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　）

構造躯体等の耐久性の向上を図る。

リサイクル資材や環境配慮型の土木･建築関連製品を採用
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

達成 敷地内を緑化
未達成 屋上や壁面等、建物の緑化

はい →理由を記入 照明・空調設備の省エネルギー化
（　　　　　　　　　　） 風力発電・太陽光発電等の自然エネルギーの導入

いいえ 水資源・都市廃熱等未利用エネルギーの活用

節水型機器の採用
雑用水等、水の循環利用
歩道等に保水性や透水性の舗装を採用
日射、風向を考慮した平面計画や建物配置
開口部・躯体の断熱、気密性の向上

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

11
温室効果ガスの削
減、ヒートアイラ
ンドへの配慮

事業名

点検課・点検の時期

6 周辺景観との調和

廃
棄
物

9
廃棄物発生量の削
減

4

年　　月　　日

担当 係長

はい いいえ

　　　　局・区　　　　　　課 計画段階　　・　　    　　　実施設計段階

　→　「はい」の場合は以下の記入不要

　→　「CASBEE北九州の対象案件である」
　　　　場合は項目６のみ記入

はい いいえ 「点検１」「点検２」につい
てそれぞれ「はい」「いい
え」の数を入力して下さい。

はい いいえ

地
球
環
境
へ
の
配
慮

CASBEE北九州

環境影響評価法あるいは条例の対象事業に該当し、点検時点で環境影響評価の手
続きを完了しているか。

分類

大
気

1 大気環境への配慮

大気汚染防止法または公害防止条例の届出対象
となる一定規模以上のボイラー、発電機等のば
い煙が発生する設備が設置されますか。

生
活
環
境
の
保
全

景
観

【点検３】
環境保全目標を達成して
いるか。（点検1・2に該
当した場合のみ記入）

対象案件である      ・        対象案件ではない

いいえ　　　　・　　　はい

【点検１】
環境保全目標を原則として必ず達成する条件に該
当するか。

【点検２】
環境保全目標の達成に努める条件に該当するか。

建築物の建設事業に係る環境配慮チェックリスト

左記以外に、騒音が発生するおそれのある設備が設
置され、かつ、住宅、学校、病院、福祉施設等が立
地場所に近接していますか。

振
動

【環境配慮の手法選択】
　環境保全目標の達成に向けて採用する環境配慮の手法
　　（点検１・2・3への該当の有無に関係なく確認）

水
環
境

5 水環境への配慮

左記以外に、ばい煙が発生する設備が設置され、か
つ、住宅、学校、病院、福祉施設等が立地場所に近
接していますか。

室内建材には、ホルムアルデヒド等化学物質の発生が抑制され
る素材を採用

悪
臭

2
悪臭影響の回避・
低減

厨房等悪臭が発生するおそれのある設備が設置さ
れ、かつ、住宅、学校、病院、福祉施設等が立地場
所に近接していますか。

振動影響の回避・
低減

振動規制法の対象となる一定規模以上の設備が
設置されますか。

左記以外に、振動が発生するおそれのある設備が設
置され、かつ、住宅、学校、病院、福祉施設等が立
地場所に近接していますか。

騒
音

3
騒音影響の回避・
低減

騒音規制法または公害防止条例の対象となる一
定規模以上の設備が設置されますか。

快
適
環
境
の
保
全
・
創
出

・開発区域が北九州空港周辺景観形成誘導地域
に該当する。

日
照

7 日影規制基準適合

建築基準法の日影規制の対象地区、建築物に該
当しますか。

電
波
障
害
・
風
害
・

光
害

8
電波障害、風害、
光害の影響回避・
低減

・建築場所が臨海部産業景観形成誘導地域の対
象地区に該当する。

 庇、ルーバー、高機能窓ガラス等の採用、樹木の利用等によ
り、日射を調節

自動制御や中央監視等の採用により、設備機器の効率的運用に
配慮

プレキャスト工法等、現場作業の省力化を図り、建設副産物の
発生を抑制

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

10
省エネルギー基準
の達成

エネルギーの使用の合理化に関する法律の対象
建築物ですか。

コージェネレーションシステム・蓄熱システム・燃料電池シス
テム等高効率システムの採用

温
室
効
果
ガ
ス
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